
2025.6.15.三位一体主日礼拝（YRCC） 

 聖書箇所:ヨハネの福音書9章1~12節 
「シロアムの池で」 

【1】 原因を追求する私たち 
・問題の原因はどこに？ 

 
・道の途中で生まれつき目の見えない人を「ご覧になった」イエス 

 
・「だれが罪を犯したからですか」という問いの背景 

―当時の病気や苦しみに対する受け止め 
―病気や苦しみの原因を知りたいと思う私たち 

※本人の罪なのか両親に罪があるのか 
 

・「この人が罪を犯したのでもなく、両親でもありません。この人に神のわざが現 
れるためです。」(9:3) 

―弟子たち：この人の“過去”に目を向け罪と苦しみの因果関係を探った 
―イエスは：この人の“＿＿＿”に目を向けこの人に現される＿＿＿を宣言 

 
【2】神のわざが現れるため 

・当時の医療常識としても無意味で奇妙に思える指示をされたイエス 
 

・生まれつき目の見えない人の応答 
  ―預言者エリシャとナアマン将軍の場合（参照 II 列王 5:1~14)。 

―自分の経験や理解によってイエスのことばを取捨選択することなく素直
に従った 
―イエスのことばに従うことを通して神のわざが現された 

 
【3】暗闇から光に生きるため 

・イエスがこの世に来られた目的 
―暗闇の世すなわち「私たち」を照らすまことの光として父なる神に遣わ
された 
―私たちも皆、霊的には盲目であり自力でその暗闇から抜け出せないため 

 
・イエスに心の目を開いてもらうためには 

―自分が暗闇の中にいることを認める 
パリサイ人たちの場合：霊的にも見えていると信じて疑わず、神の愛も救
いも見ようとしなかった 

 
▷私たちの心の目はどうでしょうか。生まれつき目の見えなかった人が、イエスのことば
に素直に従ったように、私たちも、みことばに聴き、自分の心の闇をキリストに照らして
いただくことができますように(黙示録 3:17-18)。「神のわざ」は信じる者のうちに現され
るのですから。 
 


